
開発者の

ひとこと

ミズクラゲは電力需要が逼迫する夏期に度々大発生し、
火力発電所の冷却水取水口を閉塞させることにより、
発電支障を引き起こします。そこで、火力発電所のク
ラゲ対策向上を目的として、ミズクラゲの大発生を予
測する技術を開発しました。

科学的根拠をともなうミズクラゲ大発生予測法として
は世界初です
冬季のポリプ（ミズクラゲの幼生）の数から夏季の成
体（親）の発生量を予測します
予測法として高い信頼性（相関係数 r=0.851）を有
しています

研究着手時、「どこでクラゲが発生するのか」といった知見すらなく、ゼロからのスタートでした。
伊勢湾規模でクラゲ発生海域が特定されたのは世界でもあまり例がありません。
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y = 0.0101x + 58.145

R=0.851

ミズクラゲのポリプ（幼生）

ポリプ密度と発電所クラゲ襲来量との相関分析

ポリプ密度と発電所クラゲ襲来量の年変動
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火力発電所に押し寄せる
ミズクラゲ
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ミズクラゲ大発生予測技術

ミズクラゲの
大発生を予測し、
火力発電所を守ります


